
意見等 当日の回答／⇒後日の対応
旧町役場跡地に総合福祉センターを建てて頂きたい。

入れ歯などは金歯に金やパラジウムが使用されており、それを集めて売るとお金になるので、自宅にある不要な入れ歯などを捨て
てしまうのではなく役場などで回収して業者に引き渡し、お金として、役場の資金にしてはどうか

不要な物などを町へ寄付してもらうという対応でも良いと思うので、この入れ歯の件も検討したい。

葉桜児童館について、土日は使用できない。子供の遊び場が少ないので、土日も使えるようにしてもらいたい。

土日の利用に関しては管理上の問題だけだと思うので、持ち帰り検討していきたい。
⇒ 葉桜児童館は、土曜日は開館しており、児童館利用者に園庭をご利用いただいている。また、日曜日は、自治会や子ども会などが
各種催事を実施する際は、申請書をご提出いただき、審査のうえ、貸し出している。
日曜日の園庭自由利用（開放）については、児童館の窓ガラスの破損や園庭への犬のふん放置、利用者がケガをした場合の対処などが
懸念され、防犯上及び安全管理上の問題から行っていない。（こども育成課）

公共施設などをつくるための資金集めについて、町民から一人100円もらう、クラウドファンディング、お金をたくさん持っている
人から寄付をしてもらうなどの資金集めはどうか。ご年配の方はクラウドファンディングなどを知らないので、寄付なども含め
て、回覧板や広報紙を使って呼びかけ、説明をしてはどうか。

目的を明確にしたうえで、町民からいただくお金としては、令和6年度以降に行う森林環境税などがある。

温泉施設や温浴施設など、葉山町にお金が入るような施設を作るのはどうか。
スポーツができる体育館やプールなどが町にはなく、そういう公共施設を造ってほしい。

三浦半島地域一体で連携した利用を図っていきたい。

選挙の時に、選挙広報紙が入っていない。新聞をとっている者には選挙広報紙が入っているが、新聞を取っていない者には選挙広
報紙が入ってこない。民主主義の観点からも、選挙広報紙を町民全員に配布してほしい。

選挙管理委員会に確認する。
⇒ 本町選挙管理委員会では選挙公報の配布、掲示方法として、戸別配布を委託する事業者を確保できないことから、①新聞折り込み
②公共施設、コンビニ、金融機関への「選挙公報ボックス」の設置　③希望者への郵送　④HPでの掲載　で対応している。
　希望する町民すべてが選挙公報を見れるよう広報誌、HP、LINEなどを活用し、選挙公報の入手手段について周知する。
（葉山町選挙管理委員会）

ゴミを出す時間が決められているため、夜勤などの人は出すことが困難で、ごみが自宅の中にたまってしまう。出す時間など検討
してほしい。

資源ステーションの場所ごとに利用者の状況が違うので、同じ資源ステーションを利用している方同士での調整が基本、資源ステー
ションの管理は町内会が行っているので、まずは町内会に相談してもらいたい。

今年のお正月に雪が降り、プラスチックごみの回収をしてもらえず、お正月のゴミの収集の無いときだったので、自宅にゴミがた
まってしまい、大変だった。雪の日などの場合、ごみ収集日の予備日などの検討をしてほしい。

次の冬季にあわせて、ごみ収集車のスタッドレスやチェーンの導入などの対策をしている。また、年末年始のごみの回収について、年
末年始も回収することも検討中である。

ゴミの分別が細かすぎる。細分化されたごみの有効活用化がよく見えていない。そのごみの行方について広報誌などで紹介してほ
しい。

広報誌などを利用してゴミの分別した結果の有効活用についてお知らせしたい。

生ごみのコンポストについて、持ち家でない借家の場合、大家さんの許可がいるため、なかなか取り組めない。

ペットボトル、缶の回収がされない日があった。どうなっているのか。
資源ステーションのゴミの回収は、町内会、自治会が契約した業者がくるが、時間が決まっていて、その時間に来て行ってしまうと間
に合わない場合がある。

クリーンセンターにペットボトルや缶のネットを増やしてほしいという要望をしたが対応してもらえなかった。
ゴミの箇所、番号を確認してクリーンセンターに対応してもらえるよう伝達する。
⇒（クリーンセンター）要望者と連絡をとり該当する資源ステーションを確認した。ネット等の数については、必要に応じて増やすこ
とも可能な旨を伝えたところ、ほかの当該ステーションの利用者と相談したうえで、改めて連絡をするとのことであった。

ゴミのカレンダーについて 文字が小さいので見やすいようにしてほしい。
改善していきたい。
⇒（環境課／クリーンセンター）町内会連合会などからもご意見をいただきながら、見やすい形に改善する。

生ごみで作った肥料は誰が使用するのか。町内でさばけないのではないか。また結果として黒字ではなく赤字になるのではない
か。

問題がなく使用されることになれば、町内で捌けてしまうのではないか。
総合的には赤字にならない予定である。黒字化するように検討している。

生ごみの処理の事業にかかるコストが明確になっていない。数字をきちんと出してもらいたい。 令和７年４月から運用予定であるが、コストが明確になるよう示す予定である。

生ごみ事業について、どこかモデルになっている都市はあるのか。この事業にあたり、臭いの問題は対応しているか。事業を行う
ことによって起こりうる問題などをしっかり事前に対応し、広報してほしい。

モデルになっている都市として、長野県や千葉県、茨城県で実施しているところを参考にさせていただいている。
臭気がなくなって安定するまでに少し時間がかかると聞いているのが、全国で行っている実績があり、下水の汚泥の処理をしている業
者で臭気なども分対策もされている。周辺には説明をきちんとして臭気の課題もしっかりと対応して広報していきたい。

先日北朝鮮からのミサイル攻撃に対するアラームが発令されたが、そうなったときに葉山町としてどう対応しているか。
国からの伝達に従っているが、地下室、強固な建物がない場合、どうするかという問題がある。町として対応できることを町民に随時
伝えていきたい。


